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の政策を組み合わせることで 善の社会厚生の 90％以上を達成できうることを発見した。 
 第６章では、代替政策として 適駆除政策を導出した。 
 第７章では、土地利用政策を実際に起きている動物被害問題に適用し、 適な都市サイズを導
出した。 
 第８章は結論をまとめたものである。 
 本研究は、都市と生物資源の空間的相互作用に着目し、環境経済学と都市経済学を統合した研
究領域の開拓を行っている。今後の生物資源に配慮した都市政策を策定する際に参考となる成果
といえる。 
 よって、本論文は博士（学術）の学位論文として合格と認める。 
